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少
子
高
齢
核
家
族
化
が
進
み
、
人
間
関
係
が

希
薄
化
す
る
等
で
、
社
会
構
造
が
大
き
く
変
化

し
、
住
民
ニ
ー
ズ
が
複
雑
多
様
化
し
、
画
一
的

な
行
政
対
応
で
は
、
そ
の
解
決
が
困
難
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
長
野
市
で
は
地
域
の
課
題
は
、
地
域

で
解
決
し
て
い
く
と
い
う
「
都
市
内
分
権
」
が

導
入
さ
れ
、
市
の
主
導
で
、
組
織
化
し
た
団
体

や
委
員
等
の
委
嘱
制
度
が
平
成
二
十
二
年
三
月

末
日
を
も
っ
て
解
散
、
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
市
内
三
十
二
地
区
の
住
民
自
治
協
議

会
が
解
散
廃
止
し
た
十
団
体
の
活
動
・
事
務
を

各
部
署
で
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

吉
田
地
区
で
は
、五
部
会
九
委
員
会
組
織（
組

織
図
※
）
で
動
き
出
し
、
前
年
度
踏
襲
で
難
な

く
進
め
ら
れ
た
部
署
や
委
員
会
組
織
が
以
前
よ

り
縮
小
し
た
り
、
委
員
が
新
任
者
等
で
、
大
変

ご
苦
労
さ
れ
た
部
署
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
発
足
初
年
度
で
の
、
お
の
お
の

貴
重
な
経
験
や
体
験
を
、
次
年
度
の
部
会
や
委

員
会
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

は
、
バ
ス
路
線
の
廃
止
に
と
も
な
い
、
高
齢
者

の
交
通
難
民
が
続
出
し
、
日
用
品
や
食
料
品
を

買
う
お
店
も
な
く
、
買
物
弱
者
と
か
、
買
物
難

民
と
称
さ
れ
る
方
々
が
、
全
国
で
、
六
百
万
人

と
推
定
さ
れ
年
々
増
加
し
て
い
る
と
云
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

県
商
工
部
の
調
査
で
は
、
長
野
県
内
に

五
万
二
千
人
か
ら
八
万
人
い
る
と
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

吉
田
町
も
四
十
年
位
前
は
、
吉
田
町
商
店
街

と
し
て
、
各
町
毎
に
軒
を
列
ね
て
い
て
、
近
隣

町
村
か
ら
買
物
に
く
る
な
ど
盛
況
で
し
た
。
し

か
し
、時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、現
在
は
シ
ャ
ッ

タ
ー
通
り
と
な
り
、
今
後
吉
田
町
は
ど
う
な
っ

て
い
く
か
、
住
民
自
治
協
議
会
と
し
て
も
、
避

け
て
通
れ
な
い
買
物
難
民
や
交
通
難
民
な
ど
、

新
た
な
課
題
が
迫
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
都
市
内
分
権
の
導
入
に
伴
い
支
所

機
能
を
充
実
し
、
支
援
体
制
を
強
化
す
る
一
方

で
、
支
所
長
を
地
区
活
動
支
援
職
員
担
当
と
し

て
、
住
民
自
治
協
議
会
の
活
動
を
支
援
す
る
こ

と
や
、
公
民
館
と
連
携
し
地
区
内
の
人
材
発
掘

や
育
成
な
ど
を
担
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

後
ど
う
取
り
組
む
か
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

又
、
市
職
員
全
体
の
住
民
自
治
協
議
会
に
対

す
る
意
識
レ
ベ
ル
の
向
上
策
が
見
ら
れ
ず
、
市

に
お
い
て
も
対
応
が
、
ま
だ
不
十
分
の
面
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

住
民
自
治
協
議
会
を
取
り
巻
く
最
近
の
課
題

吉
田
地
区
住
民
自
治
協
議
会
　
会
長
　
風
間
　
政
美

経
験
を
今
後
の
活
動
に

難
民
と
い
う
新
た
な
課
題
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保
健
委
員
会

　

保
健
委
員
会
で
は
年
四
回
健
康
作
り
プ
ラ

ン
と
し
て
、
第
一
回
講
演
会
八
月
三
十
日
、

吉
田
公
民
館
大
教
室
に
お
い
て
、演
題
は「
男

性
の
更
年
期
、
女
性
の
更
年
期
」
に
つ
い

て
、
講
師
丸
山
産
婦
人
科
医
院
、
丸
山
和
俊

院
長
先
生
よ
り
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
第
二

回
、
三
回
運
動
講
習
会
は
九
月
二
十
二
日
と

十
月
二
十
六
日
、
吉
田
公
民
館
和
室
、
講
師

健
康
運
動
指
導
士
徳
武
有
紀
先
生
、
更
年
期

障
害
は
運
動
を
す
る
事
で
軽
く
な
る
と
い
う

事
で
し
た
。
第
四
回
健
康
食
講
習
会
、
十
一

月
十
二
日
、
吉
田
公
民
館
調
理
室
、
講
師
管

理
栄
養
士
戸
谷
恵
美
子
先
生
、
更
年
期
に
起

こ
り
や
す
い
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
に
は
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
摂
る
事
が
、
ど
ち

ら
も
生
活
す
る
中
で
の
基
本
で
大
切
な
事
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
防
犯
委
員
会

　

人
の
目
を
避
け
た
い
と
言
う
犯
罪
の
心
理

を
突
く
た
め
に
も
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し

安
全
を
見
つ
め
る
目
で
犯
罪
者
の
近
寄
ら
な

い
吉
田
町
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
　
福
祉
委
員
会

　

福
祉
委
員
会
を

代
表
す
る
事
業
に

「
ふ
れ
あ
い
福
祉

の
つ
ど
い
」
が
あ

り
ま
す
。
今
年
は

十
月
九
日
（
土
）

東
急
ラ
イ
フ
「
ワ

イ
ワ
イ
ド
ー
ム
」

に
て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
。
地
域
の
皆

様
に
御
協
力
を
い
た
だ
き
収
益
金
は
地
域
福

祉
会
の
活
動
資
金
と
し
て
、
ま
た
一
部
を
来

年
度
か
ら
運
行
す
る
福
祉
自
動
車
積
立
金
と

し
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

御
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
進
地
モ
デ
ル
事
業
所
の

　
　
　
　
　
　
視
察
研
修
実
施

　

ご
み
減
ら
し
や
大
切
な
資
源
と
環
境
を
守

る
為
、
十
月
に
先
進
地
の
モ
デ
ル
事
業
所
、

富
山
市
（
株
）
富
山
環
境
整
備
と
金
沢
市
戸

室
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
二
ヶ
所
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

視
察
研
修
で
は
事
前
学
習
講
座
を
受
講
、

長
野
市
の
ご
み
の
現
状
、
ご
み
資
源
物
の
ゆ

く
え
、
吉
田
地
区
資
源
物
回
収
状
況
な
ど
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
（
株
）
富
山
環
境
整
備
で
は
長
野
市
よ
り

集
め
ら
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の

リ
サ
イ
ク
ル
原
料
製
造
工
場
と
再
生
製
品
製

造
工
場
の
リ
バ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
を
見
学
、
廃

棄
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
再
利
用
率

一
〇
〇
％
を
め

ざ
し
て
、
再
生

パ
レ
ッ
ト
や
Ｏ

Ａ
フ
ロ
ア
ー
・

シ
ー
ト
な
ど
が

自
動
化
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
作
り

だ
さ
れ
て
お
り
、
何
度
も
リ
サ
イ
ク
ル
可
能

な
廃
棄
物
循
環
型
社
会
構
築
の
重
要
性
を
痛

感
し
ま
し
た
。
又
、
金
沢
市
の
戸
室
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
は
、
山
あ
い
に
不
燃
ご
み
な
ど

の
最
終
処
分
場
埋
立
地
を
利
用
し
て
作
ら
れ

て
お
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
と
エ
コ
ラ
イ
フ
を
融

合
さ
せ
る
学
習
の
場
所
と
し
て
市
民
に
提

供
、
太
陽
熱
給
湯
シ
ス
テ
ム
や
太
陽
電
池
パ

ネ
ル
が
屋
上
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
棟
内
の

消
費
電
力
の
一
部
を
補
っ
て
い
る
と
の
事
で

す
。

　

３
Ｒ
で
環
境
を
思
い
や
る
や
さ
し
い
心
の

養
成
に
私
達
老
い
も
若
き
も
全
員
が
取
り
組

み
、
住
み
よ
い
き
れ
い
な
町
づ
く
り
に
一
層

の
努
力
を
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

必
要
性
を
改
め
て
痛
感
し
た
意
義
あ
る
視
察

研
修
で
し
た
。

　
　
人
権
・
同
和
教
育
委
員
会

　「
人
権
を
認
め
合
う
住
民
の
集
い
」　
　

　
　
　
　
十
一
月
十
六
日
　
東
部
中
学
校

　

十
一
月
十
六

日
東
部
中
学
校

で
「
人
権
を
認

め
合
う
住
民
の

集
い
」
が
開
か

れ
宮
越
陽
子
さ

ん
の
講
演
を
お

聞
き
し
ま
し

た
。
娘
の
由
貴

奈
ち
ゃ
ん
の
詩

吉田神社秋祭りパトロール活動
犯罪と非行防止を目的に少年育成連絡
協議会と吉田地区防犯協会合同で実施

吉
田
地
区
自
治
協
議
会
部
会
委
員
会
活
動
の
一
年

11月 健康食講習会

9月 運動講習会

9月

9月10月

10月

11月
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「
私
の
電
池
が
切
れ
る
ま
で
」
を
紹
介
い
た

だ
き
、
命
の
大
切
さ
を
改
め
て
噛
み
締
め
ま

し
た
。

　

十
一
月
十
七
日
（
水
）
に
長
野
市
民
会
館

に
お
い
て
「
住
民
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開

催
さ
れ
、
ロ
ビ
ー
に
設
け
ら
れ
た
「
地
域
自

慢
コ
ー
ナ
ー
」
に

て
「
吉
田
町
の
文

化
財
」
を
販
売

し
、
大
変
好
評
で

二
十
九
冊
売
れ
ま

し
た
。

　
　
福
祉
委
員
会

　「
男
の
料
理
教
室
」　

今
年
も
六
月
・

十
月
・
十
一
月
・

十
二
月
・
一
月
・

二
月
と
「
男
の
料

理
教
室
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
　
防
災
委
員
会

　

い
ざ
と
言
う
時
こ
そ
冷
静
沈
着
で
居
ら
れ

る
為
に
は
、
日
頃
の
備
え
が
大
切
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
皆
様
に
備
え
の

意
識
を
持
っ
て
頂
け

る
様
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
　
交
通
安
全
委
員
会

　

最
近
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
事
か
ら
長
野
中
央
署
、
長
野
市
交
通

政
策
課
よ
り
講
師
の
方
を
お
招
き
し
、
地
区

内
の
高
齢
者
を
対
象
に
講
習
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
。

　

市
全
体
の
問
題
と
も
あ
っ
て
市
民
新
聞
に

講
習
会
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
福
祉
委
員
会

　

飯
綱
社
協
の
沖
弘
宣
氏
に
よ
る
「
ボ
ケ

た
っ
て
い
い
や
さ
、
俺
た
い
る
わ
さ
」
と
題

し
、
認
知
症
の
理
解
と
家
族
が
地
域
が
ど
う

支
え
て
い
く
か
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
地
域
福
祉
に
お
い
て
は
必
要
な
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
来
年
度
に
む
け
て
吉
田
地
区
地
域

福
祉
計
画
は
地
域
の
課
題
、
活
動
内
容
等
策

定
委
員
会
に
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　

　
　
育
成
会
委
員
会

　

十
二
月
二
十
三
日
ノ
ル
テ
な
が
の
多
目
的

ホ
ー
ル
に
て
、「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
を
行
い
、

魔
法
使
い
ア
キ
ッ
ト
さ
ん
、
お
は
な
し
こ
ろ

こ
ろ
さ
ん
、コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
「
コ
コ
・

ア
・
ポ
コ
」
が
出
演
し
て
下
さ
り
、
子
供
た

ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
抽
選
会
で
は
、
ア

キ
ッ
ト
さ
ん
も
交
え
て
、
盛
大
に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
　
防
犯
委
員
会

年末特別警戒夜間パトロール
活動の様子 12月23日

「クリスマス会」 

吉田地区高齢者交通安全講習会
（平成22年11月15日 長野市民新聞より）

ふれあい福祉のつどい講演会
平成22年1１月22日（月）

吉田公民館 大教室（ノルテながの３階）

情報伝達訓練
トランシーバー

の操作訓練

防災備蓄倉庫
点検及び研修

吉田小学校北側

11月

11月11月11月

12月 12月
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何
丸
翁
顕
彰
保
存
会

事
務
局
長
　
徳
永
　
　
清　

◆
「
吉
田
の
イ
チ
ョ
ウ
」
は
次
回
へ
ゴ
メ
ン

ナ
サ
イ
！
。
①
何
丸
枝
垂
桜
と
②
何
丸
翁
句

碑
の
解
説
で
す
。

 

①
何
丸
枝し

だ
れ
ざ
く
ら

垂
桜
・
辰
巳
池
水
鳥
公
園

　

平
成
22
年
（
２
０
１
０
）
２
月
28
日
吉
田

地
区
住
民
自
治
協
議
会
の
発
足
を
記
念
し
て

植
樹
。

・
樹
齢
は
約
20
年
、
高
さ
約
７
ｍ
。

　

—

立
札—

　

「
心
替　

せ
よ
と
う
な
る
や　

花
の
鐘
」

何
丸

 

◆
心こ

こ
ろ
が
え替
＝
そ
れ
ま
で
の
考
え
や
態
度
が
悪

か
っ
た
と
気
づ
き
改
め
る
。

・
う
な
る
＝
力
強
く
低
音
で
長
く
。

・
花
＝
平
安
後
期
（
１
１
０
０
年
代
）
以
降

は
桜
の
花
、
春
を
表
現
す
る
。

・
鐘
＝
句
題
が
善
光
寺
。
よ
っ
て
善
光
寺
の

鐘
の
音
を
い
う
。

②
何
丸
翁
句
碑
・
ノ
ル
テ
な
が
の

平
成
22
年
（
２
０
１
０
）
４
月
18
日
ノ
ル
テ

な
が
の
正
面
玄
関
の
西
側
に
何
丸
翁
顕
彰
保

存
会
が
建
立
。

　

「
立
秋
の　

命
な
る
も
の　

唐
か
ら
し
」

何
丸

 

◆
何
丸
は
医
術
も

学
ん
で
い
た
。

・
立
秋
＝
今
年
は

８
月
８
日
。
秋
か

ら
冬
に
向
か
う
季

節
は
健
康
（
命
）

が
大
事
で
あ
る
。

・
唐
か
ら
し
＝
唐

が
ら
し
。
唐
は
外
国
の
意
で
、
南
ア
メ
リ
カ

が
原
産
。

・
日
本
に
は
１
６
０
０
年
頃
に
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
が
持
っ
て
き
た
。

・
辛
み
の
成
分
は
カ
プ
サ
イ
シ
ン
。
ビ
タ
ミ

ン
な
ど
多
く
、
嗜
好
食
品
や
薬
品
と
し
て
用

い
ら
れ
耐
寒
耐
暑
性
の
野
菜
で
す
。

◆
ノ
ル
テ
＝
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
北
」

・
原
語
＝el norte 

エ
ル 

ノ
ル
テ

・
エ
ル
は
男
性
形
の
定
冠
詞
で
す
。

　
　

今
年
の
冬
は
、
今
ま
で
の
暖
冬
と
は
違
い
、
連

日
厳
し
い
寒
さ
の
冬
で
し
た
。

　

今
回
は
、
住
民
自
治
協
議
会
発
足
初
年
度
の
活
動

の
一
部
を
住
民
の
皆
様
方
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

編
集
に
は
、
各
部
会
の
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
委
員
一
同
）

編 

集 

後 

記

第４集

　
吉
田
地
区
花
い
っ
ぱ
い
運
動
二
〇
一
〇

　
　
　
　
最
優
秀
地
区
に
鍋
屋
地
区
決
定

　

今
年
度
も
昨
年
に
引
き
続
き
「
花
の
香
り

た
だ
よ
う
町
づ
く
り
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
十
三
地
区
で
運
動
を
展
開
、
区
内
公
民

館
の
花
壇
や
通
路
沿
い
、
公
園
等
に
花
苗
の

植
え
込
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

季
節
に
は
色
と
り

ど
り
の
花
が
咲
き
ほ

こ
り
、
私
達
に
潤
い

と
安
ら
ぎ
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
新
た
に
制
定

さ
れ
た
花
い
っ
ぱ
い

運
動
審
査
基
準
に
基

づ
き
、
吉
田
地
区
住
民
自
治
協
議
会
風
間
会

長
他
七
名
の
投
票
に
よ
る
選
考
の
結
果

　
最
優
秀
賞
　
　
鍋
屋

　
優
秀
賞
　
　
　
押
鐘
・
広
町

の
三
地
区
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
町
関
係
の
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
花
と
緑

の
持
つ
癒
し
効
果
を
も

と
め
、
心
豊
か
な
町
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
花

い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進

に
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

　
　
公
民
館
委
員
会

　

公
民
館
委
員
会
（
各
町
館
長
・
主
事

四
十
五
名
）
は
、
市
立
公
民
館
と
連
携
し
、

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
の
推
進
に
努
め
て
い

ま
す
。
毎
月
の
定
例
会
を
拠
点
に
各
種
行
事

の
企
画
・
運
営
及

び
学
び
を
通
し
て

「
人
の
和
と　

地

域
の
輪
も
て　

我

が
吉
田
」
の
屋
台

骨
を
支
え
て
い
ま

す
。

　
　
青
少
年
委
員
会

　

一
月
二
十
二
日
「
青
少
年
健
全
育
成
住
民

の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
湯

谷
小
マ
ー
チ
ン
グ
、
吉
田
小
合
唱
団
と
五
年

四
組
学
習
発
表
、
東
部
中
演
劇
部
と
一
学
年

学
習
発
表
。

　

活
気
の
あ
る
発
表
に
、
吉
田
地
区
の
誇
り

と
子
ど
も
達
へ
の
責
任
を
一
層
強
く
感
じ
ま

し
た
。

最優秀賞 鍋屋地区

優秀賞 広町地区

吉田小学校 合唱団の発表の様子 1月11日 俳句学習会の様子

優秀賞 押鐘地区

1月

1月


